
パブリックコメントに基づく 

「伊賀市行財政改革大綱の策定に関する答申(中間案)」の修正点 
 

パブリックコメントにおいて提出いただいたご意見について、第１０回伊賀市行財政改革推進委

員会における審議の結果、「伊賀市行財政改革大綱の策定に関する答申(中間案)」の下記部分につい

て、記述を修正しました。 
 

No. 該当箇所 修 正 前 修 正 後 
１ Ｐ２ 上から７行目 ＮＰＯ（民間非営利法人）等 

 
市民活動団体等 

 
２ Ｐ３ 上から１５行
目 

仕組み しくみ 

３ Ｐ４ 【語句説明】 ※２を挿入し以下の番号を繰り下
げ 

※２ 市民活動団体 

 この答申の中における市民活

動団体とは、住民自治協議会及び

ＮＰＯ、ボランティア団体を言

う。  

４ Ｐ４ 【語句説明】 Ｐ１１から移動し、語句を修正の
うえ※４に挿入、以下の番号を繰

り下げ 
語句修正前の記載は下記のとおり

 
※４ ＮＰＯ（民間非営利法人）

福祉、環境、国際協力などの社会

的な課題に市民が主体的に取組ん

でいる民間の法人をいう。非営利

とは「無償」という意味で事業活

動を行うことではなく、利益を団

体の構成員間で分配しないことを

意味している。 

※４ ＮＰＯ（民間非営利組織）

福祉、環境、国際協力などの社会

的な課題に市民が主体的に取組ん

でいる民間の組織をいう。非営利

とは「無償」という意味で事業活

動を行うことではなく、利益を団

体の構成員間で分配しないことを

意味している。 

５ Ｐ５ 下から 4行目 いっそうの 一層の 
６ Ｐ５ 下から２行目 ・・・表れたかなどについて客観

的に評価・検証することにより、

より効果的な・・・ 

・・・表れたかなどの客観的な評

価・検証を通じて、より効果的

な・・・ 
７ Ｐ６ 下から１４行
目 

・・応えるため、「伊賀市総合計画」

や「財政計画」の策定を通じ、独

・・応えるため、市は「伊賀市総

合計画」や「財政計画」の策定を



自の政策形成を図り、それらを実

現していくために必要な政策形成

ができる職員・・・ 

通じ、独自の政策形成を図り、そ

の実現に向けて迅速に行動できる

職員・・・ 

８ Ｐ７ 下から１５行
目 

自治基本条例の基本方針の表現と

の整合を図るため、順序と表現を

修正 
 ③ 市民の権利・役割の明確化

 ④ 目標を定めた計画的な改革

 
 
 
 ③ 目標を定めた計画的な改革

 ④ 補完性の原則に基づく改革

９ Ｐ９ 上から１３行
目 

多様な団体で 多様な主体で 

10 Ｐ９ 上から１３行
目から１４行目 

住民自治協議会及びＮＰＯ（民間

非営利法人）などの市民活動団体

を育成支援・・・ 

市民活動団体を育成支援・・・ 

11 Ｐ９ 上から１６行
目 

 ・・・審議会における市民の参

加が規定しておりますが、・・・ 
・・・審議会における市民の参加

を規定しておりますが、・・・ 

12 Ｐ９ 上から１８行
目 

仕組みづくり しくみづくり 

13 Ｐ９ 上から２２行
目 

自治会組織、ＮＰＯ、ボランティ

ア団体、企業、各種市民団体など

の・・・ 

自治会、市民活動団体や企業など

の・・・ 

14 Ｐ１１ 【語句説明】 ※１ ＮＰＯに関する説明をＰ４
に移動、以下の番号を繰り上げ 

削除 

15 Ｐ１３ 上から１１
行目 

活力を生かすことによる 
 

活力を活かすことによる 

16 Ｐ１７ 下から１５
行目 

住民生活に 市民生活に 

17 Ｐ２３ 上から１０
行目 

市は住民に・・・ 市は市民に・・・ 

18 Ｐ２６ 下から２行
目 

取り組み 取組 

 


